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申請者は、この土地境界図作成方法に基づき、図面を作成し提出してください。 

提出物の内容については表１のとおりです。 

 

 

 

表 1． 提出物一覧 

提出物 数量 

土地境界図（原図） 1部（用紙は町田市で支給） 

土地境界図（原図の複写） 1部（白焼） 

土地境界図（確定通知用）※1 合意した人数分（白焼） 

境界標の写真等※２ 必要に応じて 

※１ 確定通知用は、図面の合意欄、作成者欄、決裁欄を消して作成し、 

Ａ４左綴じで折ってください。 

※２ 写真については 「２．境界標の埋設方法」を参照してください。 

また、合意書や境界標埋設承諾書をいただいた場合には、もれなく 

ご提出をお願いします。 

 

 

 

 

お問い合わせ 

町田市道路部道路管理課境界係 

電 話 ０４２－７２４－１１５４（直通） 

    ０４２－７２４－１１２３（直通） 
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１． 作図について 

（１） 図面作成にあたっての基本事項 

下記１２項目が作図にあたっての基本事項になります。下記１２項目と作成例に基 

づいて作図を行ってください。 

１ 用紙・サイズ 町田市で支給する用紙を用い、原則としてサイズは JIS 

A2，A3 とします。 

２ 縮 尺 1/250 とします。 

３ 座 標 値 座標値は m（メートル）単位とし、小数点以下第４位を四

捨五入して第３位まで表示してください。また、境界点・

引照点・機械点とも一覧表にして図面に記入してください。 

４ 寸 法 ・ 数 字 確定する境界辺長は、単位 m をつけ民地側に記入してく

ださい。境界辺長は、座標値より得た値の第３位を切り捨

てて第２位まで表示してください。また、字の大きさは 2.0

～2.5mm とし、境界線は 0.2mm とします。 

（例：5.9999→5m99、6.0099→6m00） 

５ 点 番 号 確定境界点は P、引照点は S、機械点は T でそれぞれ通し

番号をつけ、点は一重丸で統一し、径は約 1.5mm とします。 

６ 引 照 点 引照点は、公共用地の既確定点及び道路台帳図の区域点と

し、確定境界点の１～2 点先まで表示してください。 

７ 色 すべて黒一色で作図してください。 

８ 方 位 等 図面は北を上方とし、方位は北方向に矢印等で示してくだ

さい。 

９ 地 番 町名（字名）が複数存在する場合は、すべての町名（字名）

を図中に記入してください。地番は、算用数字を用い境界

線に接する地番をすべて記入してください。なお、記入す

る位置については民地側とし、公共用地側には記入しない

こととします。公図と現地が異なる場合は、上段に公図上

の地番を、下段に合意地番を（ ）で表示してください。 

１０ 作 成 者 名 作成者は、住所・会社名・電話番号・氏名・資格登録番号・

測量年月日(西暦又は和暦)を記入して押印してください。 

１１ 決 裁 欄 所定の枠に、地区名、確定する境界線及び境界点に接する

地番、申請人の名前を記入してください。 

１２ そ の 他 図面に描く地物は、できる限り詳細に記入してください。

また、壁・柵・側溝等の地物に確定境界線が重なるときは、

その部分の地物を省略して描き、幅員寸法線・寸法数字・

点番号の場合も地物を省略して描いてください。 
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（２） 表題について 

土地境界図中央上部に、図１のように、表題を作成してください。地番は、確 

定する境界線に一番長く接する地番を代表地番として記入してください。枠の大 

きさは特に指定しませんが、作成例を参考に、適度な大きさで作成してください。 

    

図１． 表題の詳細 

 

（３） 凡例について 

図２のように凡例を作成してください。 

 

図２． 凡例の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４） 作成者欄について 

図３のように作成者欄を作成してください。枠の大きさは特に指定しませんが、 

作成例を参考に、適度な大きさで作成してください。 

測量年月日は、西暦又は和暦で記入してください。立会後に実測した日付を記 

入してください。 

また、土地境界図（原図）を提出するときには、押印してください。 

     

図３． 作成者欄の詳細 

 

住所

会社名

電話番号

氏名

資格登録番号

作
成
者

測 量 年 月 日 ２ ０ ２ ５ 年　〇月　〇日
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凡

例
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○○m○○
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○ T n

○○m○○○○m○○

約６.５㎝

約４㎝

測量年月日は関係土地所有者全員と

の立会いが終了した日以降、最初の合

意日以前としてください。 
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（５） 座標一覧表について 

図４のように、P 点、S 点、T 点の順に記入してください。 

測量は、町田市管理の公共基準点（2011 年世界測地系）を使用してください。 

※ 近くに公共基準点がない場合は、担当者にご相談ください。 

 

図４． 座標一覧表の詳細 

 
※ 座標一覧表には備考欄を設け、備考欄内には現地の埋標物を表２のように記入 

してください。 

※ 公共基準点を使用する場合は表右上に（世界測地系 2011）と記載してくださ 

い。また、採用した基準点番号も、２点以上備考へ記入してください。 

※ 任意座標の場合は、千または百の桁から記入してください。  

※ 引照点が規確定点ではなく、道路台帳の区域点の場合は、埋標物の後ろに

（区域）と記載してください。 

 

表２． 境界標の記入方法 

※ 東京都の埋標物の場合は、「市」の部分を「都」に代えてください。 

※ 他の埋標物については、担当者と協議して決めてください。 

（世界測地系2011）

測 点 Ｘ座標 Ｙ座標 備 考

Ｐ1 -47024.029 -41310.545 市プレート

Ｐ2 -47034.715 -41301.521 市プレート

Ｐ3 -47034.158 -41299.348 市コンクリート杭

Ｓ1 -47011.036 -37408.730 市鋲

Ｓ2 -47007.138 -37409.628 鋲

Ｓ3 -47006.122 -37386.258 鋲（区域）

Ｓ4 -47005.106 -37374.164 市プレート（区域）

Ｔ1 -46967.349 -37454.054 金属標（1A654）

Ｔ2 -47036.409 -37368.630 金属標（10C81）

Ｔ3 -47011.031 -37402.632 鋲

座　標　一　覧　表

埋 標 の 種 類 記 入 方 法 埋 標 の 種 類 記 入 方 法

町田市のコンクリート杭 市 コ ン ク リー ト杭 民 間 の コ ン ク リ ー ト 杭 コ ン ク リ ー ト 杭

町 田 市 の プ レ ー ト 市 プ レ ー ト 民 間 の プ レ ー ト プ レ ー ト

町 田 市 の 鉄 鋲 市 鋲 民 間 の 鉄 鋲 鋲

町 田 市 の 御 影 石 市 石 民 間 の 御 影 石 石

コ ン ク リ ー ト 杭 上 面 に
町 田 市 の 鉄 鋲

市 鋲
コ ン ク リ ー ト 杭 上 面 に
民 間 の 鉄 鋲

町田市のコンクリート杭
上 面 に 刻 み

コ ン ク リ ー ト 杭
上 面 に 刻 み

プ ラ ス チ ッ ク 杭 プ ラ 杭 刻 み 刻 み

木 杭 木 杭 ペ イ ン ト 計 算 点

市コンクリート杭上刻み コンクリート杭上刻み

コンクリート杭上鋲
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（６） 決裁欄について 

決裁欄を作成願います。 

 

図５． 決裁欄の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 地区名について、表３の通り記入してください。 

 

 

表３． 町名と地区名 

 

 

町 田 市 建 設 部 道 路 用 地 課

参照資料

申請人担当係長課長

１／２５０縮 尺年 月 日完結

番地先土地境界図aa

町田市

地区 第 号原 図 番 号

約１２㎝

約２．５㎝

以上

約３．５㎝

約１．２㎝

４桁の数字が記入できる間隔地区名※を記入

境
界
線
及
び
境
界
点
に

接
す
る
地
番
を
す
べ
て
記
入

申
請
人
の
名
前
を
記
入

右端から約２cm

町 田 市 建 設 部 道 路 用 地 課

参照資料

申請人担当係長課長

１／２５０縮 尺年 月 日完結

番地先土地境界図aa

町田市

地区 第 号原 図 番 号

約１２㎝

約２．５㎝

以上

約３．５㎝

約１．２㎝

４桁の数字が記入できる間隔地区名※を記入

境
界
線
及
び
境
界
点
に

接
す
る
地
番
を
す
べ
て
記
入

申
請
人
の
名
前
を
記
入

右端から約２cm

町田市道路部道路管理課 

町名一覧

堺 地区 相原町、小山町、小山ヶ丘

上小山田町、下小山田町、小山田桜台、常盤町、矢部町、

根岸町、根岸、図師町、忠生、木曽町、木曽西、木曽東、

山崎町、山崎

小野路町、真光寺町、真光寺、広袴町、広袴、野津田町、

大蔵町、薬師台、能ヶ谷町、能ヶ谷、三輪町、三輪緑山、

鶴川、金井町、金井、金井ヶ丘

本町田、玉川学園、旭町、森野、中町、原町田、南大谷、

藤の台

東玉川学園、成瀬台、高ヶ坂、高ヶ坂、金森、金森東、

成瀬、西成瀬、成瀬が丘、南成瀬、小川、つくし野、

南つくし野、鶴間、南町田

地区南

地区名

忠生 地区

鶴川 地区

町田 地区
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２． 境界標の埋設方法 

境界標の埋設方法については、次を参考に行ってください。 

写真の提出を必要とする場合は、以下のとおりとします。 

１） 構造物との関係で町田市有地側からの埋設が困難で、民地側から境界標を

埋設する場合。 

２） 道路構造物と境界が一致しない場合。 

３） 構造物で境界標が見えにくくなる場合。 

 

新規の境界標を民地から埋標する場合は、同意書を作成してください。 

 

 

図６． 境界標 

［単位：㎜（ミリメートル）］ 

（町田市鋲） 

 

 

 

 

（町田市コンクリート杭） 
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（町田市Ａ型プレート・アルミ製） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（町田市Ｂ型プレート・アルミ製） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（町田市Ｃ型プレート・アルミ製） 
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（設置例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（設置方法） 

 

 

 

 

 

 

1. プレートをポイントに合わせて、接着剤で貼り付ける。  

2. プレートのアンカーピン穴に合わせてハンマードリルで下穴を開ける。  

3. 下穴の粉じんをスポイトで吹き飛ばす。  

4. アンカーピンを差し込む。  

5. アンカーピンの突起部をハンマーで打ち込む。  

6. アンカーピンが設置基盤内で広がり抜けを防止します。設置完了。  

 

 

 

 

200

300

100
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３． 合意欄について 

（１） 合意欄の書式 

図７のように合意欄を作成してください。枠の大きさは特に指定しませんが、作成例 

を参考に、適度な大きさで作成してください。枠は、合意した人数分を作成してください。 

    

図７． 合意欄の詳細 

 

※ 立会年月日、合意年月日は西暦又は和暦で記入してください。 

 

（２） 記入にあたって 

申請者及び関係土地所有者は、土地の地番、住所、氏名、立会年月日、合意年 

月日を記入し、押印（ただし、申請者は印鑑登録印とする。）してください。 

立会場所・土地の地番及び立会年月日の「年月日文字」、合意年月日の「年月 

日文字」が不動文字であっても許容範囲とします。ただし、住所・氏名及び立会 

年月日・合意年月日の数字は自署とします。 

なお、立会場所・土地の地番の欄に「同上」、「〃」等の記載は認めません。 

また、記名はボールペン等で記入し、官公庁・法人等に限定してゴム印を可と 

します。 

 

（３） 特殊な記入例 

図８～図１４に、合意欄の特殊な記入例を示します。記入例に該当しない場合は、

担当者と協議してください。 

 

図８． 代理人の場合（別途、委任状が必要です。） 

 

私所有の下記土地と隣接する町田市有地との境界について本境界図の通り合意する。

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

　月　　日 　月　　日
町田市〇〇町字△△１２３

　　　　年 　　　　年土地の地番は印字で

構いません。 

私所有の下記土地と隣接する町田市有地との境界について本境界図の通り合意する。

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

北海道札幌市〇〇町〇〇番地

町田　〇子

上記代理人　町田市中町✕✕番地

町田　〇美　　㊞

町田市〇〇町字△△１２３
２０２５年 ２０２５年

〇月〇日 〇月〇日



 

- 9 - 

図９． 立会後に土地所有者の所有権移転があった場合 

 

※ 押印は、最終的に合意した方の分だけお願いします。 

※ 前所有者の欄は住所や氏名、立会年月日については印字で構いません。 

 

 

図１０． 相続の場合 

 

※ 相続人が複数の場合は、人数分の欄を作成し記入してください。 

 

 

図１１． 墓地の相続の場合（相続人を特定することが困難な場合） 

 

※１ 『町田 〇夫』の部分については、土地所有者を記入してください。 

※２ 祭祀承継者とは、相続人を代表して墓地を管理している者を言います。 

 

 

図１２． 土地所有者が未成年の場合 

 

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

町田市〇〇町字△△１２３
２０２５年 ----年

５月２５日 -月-日

町田市〇〇町字△△１２３
----年 ２０２５年

-月-日 ６月３０日

町田市□□町□□番地

町田　〇郎

相模原市□□区□□番地

相模　〇男　　㊞

私所有の下記土地と隣接する町田市有地との境界について本境界図の通り合意する。

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

被相続人　町田〇代

相続人　町田市✕✕町✕✕番地

町田　〇江　　㊞

町田市〇〇町字△△１２３
２０２５年 ２０２５年

〇月〇日 〇月〇日

私所有の下記土地と隣接する町田市有地との境界について本境界図の通り合意する。

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

町田　〇夫（※1）

祭祀承継者(※2)　町田市△△町△△番地

町田　〇司　　㊞

町田市〇〇町字△△１２３
２０２５年 ２０２５年

〇月〇日 〇月〇日

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

町田市〇〇町✕✕✕✕番地

町田　〇紀　　

親権者　町田市〇〇町✕✕✕✕番地
町田　〇敦　　㊞

町田市〇〇町字△△１２３
２０２５年

〇月〇日

２０２５年

〇月〇日
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図１３． 成年後見人が選任されている場合 

 

※ 保佐人、補助人は成年後見人に準じて署名・捺印を行います。 

 

（４） 図面内に署名・押印することが困難な場合の取り扱いについて 

次に該当する事例については、「合意書」をもって記名・押印に代えることを 

可とします。境界図の合意欄は図１４のとおりです。 

その他特別な事情の場合は、担当者と協議して下さい。 

・遠隔地によるとき。 

・共有する関係土地所有者が多数によるとき。 

 

図１４． 合意書を用いた場合 

 

※ 土地所有者の住所と氏名、「合意書により確認」の文言は、印字で構いません。 

※ 立会年月日・合意年月日は地権者からの合意書の提出を受けてから、実務取

扱者が記載してください。 

※ 立会いを省略した場合には、立会年月日の箇所は「立会省略」と記載してください。 

                              

 

私所有の下記土地と隣接する町田市有地との境界について本境界図の通り合意する。

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

町田市□□町✕✕✕✕番地
町田　〇道　

成年後見人　町田市□□町✕✕✕✕番地
町田　〇奈　　㊞

〇月〇日町田市〇〇町字△△１２３
２０２５年 ２０２５年

〇月〇日

私所有の下記土地と隣接する町田市有地との境界について本境界図の通り合意する。

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

山崎　〇美

合意書により確認

町田市〇〇町字△△１２３

町田市〇〇町✕✕✕-✕✕
２０２５年

〇月〇日

２０２５年

〇月〇日

私所有の下記土地と隣接する町田市有地との境界について本境界図の通り合意する。

立会場所・土地の地番 土地所有者　住所　氏名　印 立会年月日 合意年月日

山崎　〇美

合意書により確認

町田市〇〇町字△△１２３

町田市〇〇町✕✕✕-✕✕
２０２５年

〇月〇日
立会省略
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４． 土地境界図（原図）の訂正方法 

図面に訂正が必要になった場合は、以下のように訂正してください。なお、ど 

の訂正例に関しても、土地境界図の訂正については、消しゴム・修正液等の使用 

は認めません。 

 

（１） 座標値、境界辺長、承諾地番の訂正について 

座標値、境界辺長、承諾地番等の訂正は、図１５のように、訂正する字句に２本 

線を引き、その上側又は右側に正しい字句を加入した上、土地境界図の余白部分 

に何字削除、何字加入を記載し、関係者全員の押印（合意した時の印鑑）により 

訂正してください。 

 

図１５． 土地境界図（原図）の訂正例（座標値、境界辺長、承諾地番） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２） 方位、凡例、表題、作成者欄の訂正について 

方位、凡例、表題、作成者欄の訂正は、図１６のように、訂正する字句に２本 

線を引き、作成者（実務取扱者）の印を押印した上で、その上側又は右側に正し 

い字句を加入することにより訂正してください。 

  

市プレート-805.429-663.113Ｐ１

市コンクリート杭-801.546-658.526Ｐ２

市プレート-913.447-814.261Ｓ３

市プレート-908.578-803.578Ｓ２

市プレート-864.778-853.083Ｓ１

市プレート-808.956-651.870Ｐ４

市プレート-812.967 -812.958-656.345Ｐ３

備考Ｙ座標Ｘ座標測点
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市プレート-864.778-853.083Ｓ１

市プレート-808.956-651.870Ｐ４

市プレート-812.967 -812.958-656.345Ｐ３
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図１６． 土地境界図（原図）の訂正例（方位、凡例、表題、作成者欄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 合意欄の訂正について 

合意欄内の訂正は、図１７のように、削除する字句に２本線を引き、訂正箇所 

に土地所有者の押印（合意した時の印鑑）をしたうえで、その上側又は右側に 

正しい字句を加入し訂正してください。 

 

図１７． 土地境界図（原図）の訂正例（合意欄） 
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